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して運動の digital simulation を行い船の挙動を具体的に求める，と言う手順を踏んでいる。そして
この手法を平水中航走時並び、に船速と同一速度で並進する追波中航走時に適用している。この方法は
船体運動力学にむける代表的手法の一つであり 本論文はこれを有効適切に踏襲しており十分の信頼
性がある。
本論文の成果は(1)横揺れ連成が操縦運動における減哀を減少する方向に作用する，という最近明ら
かになりつつある事実を追認し (2)平水中を高速航行する船はヨーイングと横揺れとオートパイロッ
トの連成作用の結果，対応する周期外乱が存在しないにもかかわらず大振幅の動揺を白励発振する可
能性があることを示し， (3)その条件と対策を明らかにし(4) さらに追波中を航走する場合について類似
の不安定挙動の起こる条件と対策を示している。
以上のように本論文は適切な問題の設定と研究方法により数々の有益な成果を得ており，船体運動
力学の上でも船舶設計への応用面で、も寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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